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語文116・117（2022・3　大阪大学国語国文学会）

空
間
相
対
名
詞
に
つ
い
て

―
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga-

、caga-

」
と
日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
の
対
照

―巴
雅
爾
都
楞
（
バ
ヤ
ロ
ド
ウ
ル
ン
）

一
　
は
じ
め
に

日
本
語
の
相
対
名
詞
に
は
、「
前
、
後
ろ
、
右
、
左
、
手
前
、
向
こ
う
…
」

な
ど
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
も
「em

ün_e

、hoin_a

、

baragun

、jegün

、nagan_a

、cagan_a

…
」
と
い
っ
た
表
現
が
存
在
す

る
。
こ
れ
ら
の
相
対
名
詞
は
空
間
の
位
置
や
方
向
を
指
し
示
す
こ
と
か
ら
本

稿
で
は
空
間
相
対
名
詞
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。　

（
一
）
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga-

、caga-

」
と
日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」

と
の
対
照
を
通
じ
て
、
両
言
語
の
空
間
相
対
名
詞
の
共
通
点
・
相
違
点
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

（
二
）
モ
ン
ゴ
ル
語
のnaga=si

、caga=si

の
指
し
示
す
方
向
と
指
示
詞
の

指
す
方
向
の
比
較
を
行
い
、
そ
の
特
徴
を
明
白
に
す
る
こ
と
。

本
稿
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
のnaga-

、caga-

を
語
根
に
も
つ
一
連
の
語
を

取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。naga-

、caga-

は
話
者
か
ら
見
て
基
準
点
の
手

前
がnaga-

で
、
基
準
点
の
奥
がcaga-

で
あ
る
。

従
来
の
相
対
名
詞
研
究
に
は
、
他
の
物
と
の
相
関
関
係
に
注
目
し
た
松
下

（
一
九
三
〇
）
や
、
相
対
名
詞
の
修
飾
部
に
焦
点
を
置
い
た
奥
津
（
一
九
七

四
）
や
日
本
語
、
中
国
語
、
英
語
、
韓
国
語
の
場
所
の
捉
え
方
に
言
及
し
た

田
窪
（
二
〇
一
〇
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
の
空
間
相
対
名
詞
の
表

す
位
置
に
注
目
し
た
研
究
で
は
高
橋
（
二
〇
〇
九
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
日

本
語
と
他
言
語
と
の
対
照
を
通
じ
て
言
語
の
空
間
位
置
や
方
向
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
研
究
は
調
べ
た
限
り
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

今
回
の
対
照
分
析
を
通
し
て
、
両
言
語
の
空
間
相
対
名
詞
に
は
基
準
点
と

い
う
も
の
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
共
通
点
で
あ
り
、
そ
の
基
準
点
に
な
る
個

体
自
体
が
元
々
方
向
性
を
持
つ
場
合
と
、
持
た
な
い
場
合
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル

語
のnaga-

、caga-

と
日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
の
対
応
関
係
が
異
な

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
二
節
で
は
日
本
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語

に
お
け
る
空
間
相
対
名
詞
に
関
す
る
先
行
研
究
を
取
り
上
げ
る
。
三
節
で
は
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naga-
、caga-

に
つ
く
接
辞
を
分
析
し
、
指
し
示
す
空
間
位
置
や
方
向
を
明

白
に
す
る
。
四
節
で
は
モ
ン
ゴ
ル
語
のnaga-

、caga-

と
日
本
語
の「
手
前
、

向
こ
う
」と
の
比
較
を
行
い
、そ
の
共
通
点
と
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
五

節
で
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、caga=si

」
と
日
本
語
の
「
コ
ッ
チ
、

ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
の
比
較
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
指
示
の
特
徴
を
指

摘
す
る
。
六
節
は
ま
と
め
で
あ
る
。

二
　
先
行
研
究

二
．
一
　
日
本
語
の
先
行
研
究

日
本
語
の
相
対
名
詞
に
関
す
る
研
究
に
は
、
松
下
（
一
九
三
〇
）、
奥
津

（
一
九
七
四
）、
田
窪
（
二
〇
一
〇
）、
高
橋
（
二
〇
〇
九
）
な
ど
が
あ
る
。

松
下
（
一
九
三
〇
：
二
二
九
）
で
は
「
相
対
名
詞
は
他
物
に
対
し
て
相
関

係
し
て
の
み
具
備
的
に
考
え
ら
れ
、
単
独
に
考
え
て
は
意
味
の
具
備
し
な
い

半
概
念
を
表
わ
す
名
詞
で
あ
る

（
（
（

と
定
義
し
て
い
る
の
に
対
し
、
奥
津
（
一
九

七
四
：
一
八
五
）
は
、
付
加
名
詞

（
（
（

の
中
で
「
マ
エ
」「
ア
ト
」
の
類
は
叙
述
文

以
外
の
修
飾
句
も
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
殊
性
を
持
っ
て
お
り
、
ま

た
そ
の
意
味
が
相
対
的
な
時
点
や
地
点
な
ど
を
表
わ
す
の
で
相
対
名
詞
と
名

づ
け
る
と
し
て
い
る
。

高
橋
（
二
〇
〇
九
）
は
、
空
間
的
存
在
（=X

）
を
と
し
、
修
飾
要
素
と
し

て
相
対
的
な
空
間
関
係
を
表
す
も
の
を
空
間
相
対
名
詞
（=Y

）
と
よ
び
、
以

下
の
よ
う
に
主
な
空
間
相
対
名
調
と
そ
の
修
飾
要
素
の
形
式
を
挙
げ
て
い
る
。

空
間
相
対
名
詞:

「
前
・
後
ろ
」「
上
・
下
」「
右
・
左
」「
東
・
西
・
南
・

北
」「
と
な
り
」「
そ
ば
」「
な
か
」
…

a.　
「
名
詞+

の
」
に
よ
る
修
飾

例
：
車
（=X

）
の
前
（=Y

）
に
子
供
が
座
っ
て
い
る
。

b.　

節
に
よ
る
修
飾

例
：
［
車
（=X

）
を
と
め
て
あ
る
］
前
（=Y

）
に
子
供
が
座
っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
橋
（
二
〇
〇
九
：
一
九
〇
）
は
「
基
準
点
用
法/

部
分
用
法
」
を

提
案
し
て
い
る
。

a.　

車
の
前
に
パ
ト
カ
ー
を
と
め
て
あ
る
。

b.　

車
の
前
に
キ
ズ
が
つ
い
て
い
る
。

「
車
の
前
」
はa

で
は
車
に
対
す
る
前
の
方
向
を
表
す
の
に
対
し
、b

で
は

車
そ
の
も
の
の
前
部
分
を
表
す
。
そ
れ
を
「
車
の
前
」
を
「X

のY

」 

の
形

式
に
一
般
化
し
、a

とb

に
み
ら
れ
る
解
釈
を
そ
れ
ぞ
れ
「
基
準
点
用
法/

部

分
用
法
」
と
よ
ん
で
以
下
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

a.�　

基
準
点
用
法:X

を
基
準
点
と
捉
え
、X

に
対
す
る
方
向Y

に
言
及
す

る
。

b.�　

部
分
用
法:X

そ
の
も
の
を
構
造
体
と
捉
え
、X

の
固
有
の
部
分Y

に

言
及
す
る
。

本
稿
の
分
析
に
お
い
て
の
基
準
点
は
上
記
の
例
で
み
れ
ば
、「
車
」
に
当
た

る
。
そ
の
た
め
、
基
準
点
用
法
と
部
分
用
法
に
わ
け
る
こ
と
は
し
な
い
。
す

な
わ
ち
、
基
準
点
用
法
で
あ
れ
、
部
分
用
法
で
あ
れ
、
空
間
位
置
を
示
す
上

で
共
通
点
と
な
る
の
は
本
稿
で
い
う
基
準
点
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
空
間
相
対
名
詞
と
は
そ
れ
自
体
で
は
意
味
が
完
結
せ
ず
、
基

準
点
に
よ
っ
て
空
間
関
係
を
表
す
一
連
の
名
詞
類
の
こ
と
を
指
す
。
な
お
、

上
記
の
先
行
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が
名
詞
の
修
飾
節
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の

153

T12_152-166_osakadaigaku-T_ONO_03-2.indd   153T12_152-166_osakadaigaku-T_ONO_03-2.indd   153 2022/03/16   9:542022/03/16   9:54



に
対
し
、
本
稿
で
は
空
間
を
ど
の
形
式
が
ど
う
指
し
示
す
の
か
に
つ
い
て
述

べ
る
。

二
．
二
　
モ
ン
ゴ
ル
語
の
先
行
研
究

モ
ン
ゴ
ル
語
のnaga-

、caga-

に
つ
い
て
は
主
に
次
の
二
つ
の
説
が
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
哈
斯
額
爾
敦
等
（
一
九
九
六
）
の
副
詞
説
と
清

格
爾
泰
（
二
〇
〇
〇
）
よ
る
時
位
詞
説
で
あ
る
。

哈
斯
額
爾
敦
等
（
一
九
九
六
：
三
四
六
）
は
、naga-

とcaga-

語
根
を

も
つ
一
連
の
語
を
、
場
所
や
方
向
を
表
す
副
詞
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
①

naga=na

（
何
か
の
こ
っ
ち
側
で
：
場
所
）、
②caga=na

（
向
こ
う
あ
る
い

は
あ
っ
ち
側
で
：
場
所
）、
③naga=si
（
こ
っ
ち
へ
：
方
向
）
④caga=si

（
そ
っ
ち
へ
、
あ
る
い
は
あ
っ
ち
へ
：
方
向
）
の
ほ
かnaga=gur

と

caga=gur

（
こ
の
辺
と
あ
の
辺
：
場
所
）
な
ど
の
語
を
あ
げ
て
い
る
。

本
稿
で
は
哈
斯
額
爾
敦
等
（
一
九
九
六
）
を
代
表
と
し
た
副
詞
説
よ
り
時

位
説
を
支
持
し
、
時
位
詞
（
時
間
・
場
所
詞
）
説
を
中
心
に
取
り
挙
げ
る
。

清
格
爾
泰
（
二
〇
〇
〇
：
二
〇
四
）
は
、
時
間
や
場
所
を
表
わ
し
、
か
つ

実
詞
（
内
容
語
）
の
質
と
虚
詞
（
機
能
語
）
の
性
質
を
兼
ね
揃
え
た
一
類
の

語
を
時
位
詞（

（
（

と
い
う
。naga-

、caga-

は
時
位
詞
特
有
の
語
形
変
化（

（
（

を
有
す

る
。naga-

、caga-

に
付
く
接
辞
と
そ
の
意
味
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て

い
る
。

①　

実
名
詞
性
時
位
詞

A.　

naga=na

、caga=na

：na

は
時
間
と
場
所
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
。

B.　

naga=tai

、caga=tai

：tai

は
存
在
位
置
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
。

②　

形
容
詞
性
時
位
詞

A.　

naga=du

、caga=du

：du

は
部
分
的
位
置
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
。

B.　

naga=hi

（dehi

）、caga=hi

（dehi

）
：hi

（dehi

）
は
所
属
位
置
を

表
わ
す
接
辞
で
あ
る
。

③　

副
詞
性
時
位
詞

A.　

naga=gur

、caga=gur

：gur

は
近
所
位
置
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
。

B.　

naga=si

、caga=si

：si

は
方
向
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
。

三
　
モ
ン
ゴ
ル
語
のnaga-

、caga-

の
分
析

本
節
で
は
、
実
例
を
あ
げ
て
接
辞
の
意
味
分
析
を
行
う
。
研
究
枠
組
み
と

し
て
は
先
行
研
究
に
倣
い
、
以
下
の
よ
う
に
実
名
詞
性
、
形
容
詞
性
、
副
詞

性
の
三
つ
に
わ
け
、naga-

、caga-

空
間
相
対
名
詞
を
分
析
す
る
。
モ
ン
ゴ

ル
語
は
膠
着
語
で
あ
り
、
語
根
に
い
ろ
い
ろ
な
接
辞
を
付
け
る
こ
と
で
新
し

い
語
が
作
れ
る
。
ま
た
、
接
続
す
る
接
辞
の
空
間
位
置
と
表
す
方
向
性
に
焦

点
を
お
い
て
検
討
す
る
。

①　

実
名
詞
性（

（
（

A.　

naga=na

、caga=na

　
（
1
）naga=n_a

　
ci-nu naga=n_a bai=g_a  nom

-i abu=gad  ög.
　

2-GEN
  naa-

存
在　

あ
る-IM

PF　

本-A
CC

と
る-CV

B 

く
れ
。

　

あ
な
た
の
手
前
に
あ
る
本
を
と
っ
て
く
れ
。

　
（
2
）caga=n_a

　

caga=n_a bai=g_a　

m
asin ta-nu uu

？

　

caa-

存
在  
あ
る-IM

PF　

車　
　

 

2
敬
称-GEN

 Q

154
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向
こ
う
に
あ
る
車
は
あ
な
た
の
で
す
か
。

　

例
（
1
）
で
は
本
の
あ
る
場
所
をnaga=n_a

で
、（
2
）
は
車
の
あ
る
場

所
をcaga=n_a
で
指
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、n_a

は
存
在
位
置
を
表
わ
す
接

辞
で
あ
る
。

B.　

naga=tai

、caga=tai

　
（
3
）naga=tai üher-ni caga=tai　

üher-ece-ben targu=n

（
（
（.

　

naa-

所
有　

牛-T
O

P　

caa-
所
有 　

 

牛-A
BL-REFL

太
い-n

　

手
前
に
い
る
牛
の
方
が
向
こ
う
に
い
る
牛
よ
り
肥
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
牛
が
立
っ
て
い
る
位
置
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、tai

は
所
有

位
置
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②　

形
容
詞
性

A.　

naga=du

、caga=du

　
（
4
）m

asin-u naga=du tal_a-in egüde-ni em
dere=jei.

　
　
　

 

車-GEN
    naa-

部
分 

側-GEN

　

ド
ア-T

O
P　

壊
れ
る-PA

ST

　
　
　

 

車
の
手
前
の
ド
ア
が
壊
れ
た
。　
　

　

接
辞du

は
車
の
ド
ア
と
い
う
部
分
的
位
置
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
。

B.　

naga=duhi

（hi

）、caga=duhi

（hi

）

　
（
5
）naga=duhi

（caga-duhi

）com
u-ban   abu=gad  ög.

　
　
　

 naa-

所
属
（caa-

所
属
）　 　

 

コ
ッ
プ-REFL 

と
る-CV

B　

く
れ

　
　
　

 

手
前
の
（
向
こ
う
の
）
コ
ッ
プ
を
と
っ
て
く
れ
。

　

こ
こ
で
はduhi

（hi

）
は
日
本
語
の
属
格
の
「
の
」
の
よ
う
な
働
き
を
し

て
い
る
。
よ
っ
て
、
所
属
位
置
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
。

③　

副
詞
性

A.　

naga=gur

、caga=gur

　
（
6
）agula-in naga=gur gool urus=q u　

bai=n_a.

　
　
　

 

山-GEN

　

naa-

移
動  

川　

  

流
れ
る-CV

B 

い
る-PRES

　
　
　

 

山
の
手
前
を
川
が
流
れ
て
い
る
。

　

接
辞gur

の
後
ろ
に
く
る
の
は
、
殆
ど
動
作
動
詞
で
あ
り
、gur

は
動
作

位
置
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

B.　
　

naga=si

、caga=si

　
（
7
）hurdun  naga=si -ban   ire.

　
　
　

 

早
い　

naa-

方
向-REFL

き
て 

　
　
　

 

早
く
こ
っ
ち
（
手
前
）
へ
来
て
。

　
（
8
）caga=si　

yabu=ju　

bai=g_a　

hüm
ün hen boi?

　
　
　

 caa-

方
向 　

歩
く-CV

B

い
る-IM

PF

人　
　

 

だ
れQ

　
　
　

 

あ
っ
ち
（
向
こ
う
）
へ
歩
い
て
い
く
人
は
だ
れ?

例
（
7
）
と
例
（
8
）
か
ら
はsi

は
方
向
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
方
向
を
指
すsi

に
つ
い
て
は
五
節
で
検
討
す
る
。

上
述
の
よ
う
な
実
例
を
あ
げ
て
分
析
し
た
結
果
、
清
格
爾
泰（
二
○
○
○
）

の
主
張
と
少
し
異
な
る
解
釈
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
実
名
詞
性

時
位
詞
の
「na

は
時
間
と
場
所
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
」
と
し
た
と
こ
ろ
を
、

存
在
位
置
を
表
す
接
辞
で
あ
る
と
改
め
、「tai

は
存
在
位
置
を
表
わ
す
接
辞

で
あ
る
」
と
し
た
と
こ
ろ
を
、
所
有
位
置
を
表
す
接
辞
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
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次
に
、
副
詞
性
時
位
詞
の
と
こ
ろ
の
「gur

」
と
い
う
接
辞
に
対
し
て
は
解

釈
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。「gur

は
近
所
位
置
を
表
わ
す
接
辞
で
あ
る
」
と

し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
「gur

」
を
近
所
位
置
と
い
う
よ
り
は
、
動
作
位

置
を
表
わ
す
接
辞
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
ら
を
纏
め
る
と
、
表
一
の
よ
う
に
な

る
。以

上
の
分
析
か
ら
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
空
間
相
対
名
詞
に
付
く
接
辞
は
決

め
ら
れ
て
い
て
、
空
間
位
置
を
詳
細
に
示
す
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
よ
う
に
空
間
位
置
を
詳
細
に
分
け
て
表
現
す
る
の
は
モ
ン
ゴ
ル

語
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、n_a

（n_e

）、tai

（tei

）、tu

（du

）、

duhi

、gur

な
ど
は
位
置
を
指
し
て
い
る
の
に
対
し
、
接
辞si

は
方
向
を
指

し
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
空
間
相
対
名
詞
全
体
に
言
え
る
特

徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
空
間
相
対
名
詞
は
空
間
に
基
準
点
を

見
つ
け
、
さ
ら
に
そ
の
基
準
点
の
周
り
を
位
置
と
方
向
に
よ
っ
て
特
定
し
て

い
る
。

空
間
は
そ
れ
自
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
自
然
環
境
で
は
あ
る
が
、
空
間
を
分

割
し
て
認
識
さ
れ
る
そ
の
環
境
は
、
も
は
や
自
然
的
環
境
で
は
な
く
文
化
的

環
境
で
あ
る
（
吉
田
一
九
七
八:

二
〇
五
）。
そ
う
し
た
文
化
的
環
境
（
空
間
）

の
認
知
の
仕
方
は
個
々
の
言
語
に
よ
っ
て
異
な
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
のnaga-

、

caga-

と
非
常
に
似
た
振
る
舞
い
を
す
る
語
彙
が
日
本
語
に
存
在
す
る
。
そ

れ
は
「
手
前
」
と
「
向
こ
う
」
で
あ
る
。『
現
代
日
本
語
モ
ン
ゴ
ル
語
辞
典（

（
（

』

で
は
「
手
前
、
向
こ
う
」
が
「nagadu

、cagadu

」
で
訳
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga-

、caga-

」
に
日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ

う
」
が
対
応
し
て
い
る
と
の
記
述
で
あ
る
。
従
っ
て
、
4
節
で
は
、「naga-

、

caga-
」
と
「
手
前
、
向
こ
う
」
の
比
較
を
行
い
、
そ
の
相
違
点
と
共
通
点

を
明
ら
か
に
す
る
。

空間相対
名詞類型 指示範疇 語根

接辞 naga- caga-

実名詞性

存在位置 n_a（n_e） naga=n_a
（n_e）

caga=n_a
（n_e）

所有位置 tai（tei） naga=tai
（tei）

caga=tai
（tei）

形容詞性
部分的位置 tu（du） naga=tu

（du）
caga=tu
（du）

所属位置 duhi naga=duhi caga=duhi

副詞性
移動位置 gur naga=gur caga=gur

方向 si naga=si caga=si

表
一　

naga-caga

（
（
（

と
そ
の
接
辞
の
指
示
範
囲
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四
　「naga-

、caga-

」
と
「
手
前
、
向
こ
う
」
と
の
比
較

日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga-

、caga-

」
の

比
較
に
入
る
前
に
「
基
準
点
」
と
い
う
も
の
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
基
準
点
と
は
相
対
名
詞
を
用
い
る
と
き
位
置

や
方
位
の
把
握
の
た
め
に
設
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
の
こ
と
で

あ
る
。
相
対
名
詞
は
そ
の
定
義
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
例
え
ば
「
手
前
」

と
い
っ
た
と
き
、
何
の
手
前
と
言
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
完
結
せ
ず
、「
な
に
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
具
体
的
な
も
の
が
入
っ
て
き
て
こ
そ
意
味
が
読
み
取
れ
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
で
他
の
相
対
名
詞
も
同
様
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
の

「naga-

、caga

」
も
基
準
点
と
い
う
も
の
が
定
ま
ら
な
い
限
り
出
現
で
き
な

い
と
い
う
日
本
語
の
相
対
名
詞
と
同
じ
性
質
を
も
つ
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
本
論
に
入
る
こ
と
に
す
る
。「naga-
、caga-

」
と
「
手

前
、
向
こ
う
」
と
の
比
較
を
三
つ
の
場
面
に
分
け
て
分
析
を
行
う
。
四
・
一

節
で
は
基
準
点
が
事
物
で
あ
る
場
合
、
四
・
二
節
で
は
基
準
点
と
な
り
得
る

指
示
対
象
が
複
数
あ
り
、
基
準
点
が
流
動
的
な
場
合
、
四
・
三
節
で
は
会
話

場
面
で
基
準
点
が
聞
き
手
で
あ
る
場
合
を
取
り
上
げ
る
。
結
論
を
少
し
先
取

り
す
る
と
、
四
・
一
節
と
四
・
二
節
に
お
い
て
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga-
、

caga-

」
と
日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
に
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
。
最

も
興
味
深
い
の
は
、
対
応
関
係
が
見
ら
れ
な
く
な
る
四
・
三
節
で
あ
る
。
そ

の
原
因
は
基
準
点
と
な
る
個
体
自
体
が
持
つ
方
向
性
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。

四
．
一
　
基
準
点
が
事
物
で
あ
る
場
合

　
（
9
）gool-un naga-gur　

m
ori=tai hüm

ün yabu=ju  bai=n_a.

　
　
　

 �

川-GEN
    naa-

移
動   

馬-PO
S　

　

人　

   

行
く-CV

B　

い
る

-PRES

　
　
　

 

川
の
手
前
を
馬
に
乗
っ
た
人
が
通
っ
て
い
る
。

　
（
10
）�ene agula-in caga-du tal_a-du hoyar m

onggol ger bai=n_
a.

　
　
　

 �

こ
の 

山-GEN

　

caa-

部
分 

側-D
/L　

 

二
つ 

モ
ン
ゴ
ル 

ゲ
ル 

あ
る

-PRES

　
　
　

 

こ
の
山
の
向
こ
う
に
二
軒
の
モ
ン
ゴ
ル
ゲ
ル（

（
（

が
あ
る
。

例
（
9
）
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
川
の
こ
っ
ち
側
を
「nagagur

」
と
い
い
、

そ
の
日
本
語
訳
を
み
る
と
、「
手
前
」
で
あ
る
。
ま
た
例
（
10
）
に
お
い
て
も

モ
ン
ゴ
ル
語
の
「cagagur

」
に
対
し
、
日
本
語
の
「
向
こ
う
」
が
使
え
る
。

つ
ま
り
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga-

、caga-

」
が
日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」

に
対
応
し
て
い
る
。

四
．
二
　
基
準
点
が
流
動
的
で
あ
る
場
合

　
（
11
）
＝
（
3
）（
牛
が
縦
に
並
ん
で
い
る
）

　
　
　

 naga-tai üher-ni caga-tai üher-ece-ben targu-n.

　
　
　

 naa-

所
有   

牛-T
O

P　

caa-

所
有　

 

牛-A
BL-REFL　

 

太
い-n

　
　
　

 
手
前
に
い
る
牛
の
方
が
む
こ
う
（
奥
）
に
い
る
牛
よ
り
肥
え
て
い
る
。

　
（
12
）（
椅
子
が
縦
に
た
く
さ
ん
並
べ
て
あ
る
）

　
　
　

 ham
ug-un naga-du tal_a-aca-ni sagu=garai,
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一
番-GEN

　

naa-

部
分　

側-A
BL-T

O
P　

　

座
る-O

PT

　
　
　

 
手
前
か
ら
座
っ
て
く
だ
さ
い
。

例
（
11
）
の
よ
う
な
指
示
対
象
が
二
つ
並
ん
で
い
る
と
き
は
、「
手
前
の

牛
」
の
「
手
前
の
」
の
部
分
は
「
向
こ
う
の
牛
」
を
基
準
点
と
捉
え
て
お
り
、

反
対
に
「
向
こ
う
の
牛
」
の
「
向
こ
う
の
」
の
部
分
は
、「
手
前
の
牛
」
を
基

準
点
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は

「naga-

、caga-

」
が
使
わ
れ
る
。
日
本
語
で
も
「
手
前
、
向
こ
う
」
の
使

用
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
例
（
12
）
も
基
準
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
モ

ン
ゴ
ル
語
で
は
「
一
番
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
が
日
本
語
で
は
「
手
前
」

だ
け
で
も
そ
の
意
味
が
充
分
に
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
で
も
モ
ン
ゴ
ル
語
と
日

本
語
で
「naga-

、caga-

」
と
「
手
前
、
向
こ
う
」
の
対
応
関
係
が
見
ら
れ

る
。

四
．
三
　
会
話
場
面
で
基
準
点
が
聞
き
手
で
あ
る
場
合

こ
こ
で
「
話
し
手
と
聞
き
手
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
場
合
」
と
「
話
し
手

と
聞
き
手
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
場
合
」
の
二
つ
の
場
面
を
設
定
し
て

モ
ン
ゴ
ル
語
と
日
本
語
の
対
照
を
行
う
。

（
13
）
あ
な
た
の
手
前
に
あ
る
本
を
取
っ
て
く
れ
る
？ 

（
14
）
あ
な
た
の
向
こ
う
（
後
ろ
）
に
あ
る
本
を
取
っ
て
く
れ
る
？

（
15
）
＊
あ
な
た
の
手
前
に
あ
る
本
を
取
っ
て
く
れ
る
？

（
16
）
＊
あ
な
た
の
向
こ
う
に
あ
る
本
を
取
っ
て
く
れ
る
？

話
し
手
と
聞
き
手
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
場
面
の
例
（
13
）
と
（
14
）
は

日
本
語
の
自
然
な
文
で
あ
る
が
、
例
（
15
）
と
（
16
）
の
よ
う
な
話
し
手
と

聞
き
手
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
と
き
は
非
文
に
な
る
。
例
（
15
）
と
例

（
16
）
の
自
然
な
文
は
そ
れ
ぞ
れ
「
あ
な
た
の
後
ろ
に
あ
る
本
を
取
っ
て
く
れ

る
？
」
と
「
あ
な
た
の
目
の
前
に
あ
る
本
を
取
っ
て
く
れ
る
」
で
あ
る
。
同

じ
場
面
設
定
で
モ
ン
ゴ
ル
語
の
例
文
を
み
て
み
る
。

（
13
）�　ci-nu naga-na bai=g_a　

nom
-i abu=gad öggü=n_e üü?

　
　
　

�2-GEN
 naa-

存
在 

あ
る-IM

PF 

本-A
CC 

と
る-CV

B 

く
れ
る

-PRES Q

　
　
　

あ
な
た
の
手
前
に
あ
る
本
と
っ
て
く
れ
る
。

（
14
）�　ci-nu caga-na bai=g_a nom

-i abu=gad  öggü=n_e üü?

　
　
　

�2-GEN
  caa-

存
在 

あ
る-IM

PF

本-A
CC 

と
る-CV

B 

く
れ
る

-PRES Q

　
　
　

あ
な
た
の
向
こ
う
に
あ
る
本
と
っ
て
く
れ
る
。

（
15
）�　ci-nu naga-na bai=g_a nom

-i abu=gad  öggü=n_e üü?

　
　
　

�2-GEN
 naa-

存
在 

あ
る-IM

PF 

本-A
CC 

と
る-CV

B 

く
れ
る

-PRES Q

　
　
　

あ
な
た
の
手
前
に
あ
る
本
と
っ
て
く
れ
る
。

（
16
）�　ci-nu caga-na bai=g_a nom

-i abu=gad öggü=n_e üü?

　
　
　

�2-GEN
 caa-

存
在 

あ
る-IM

PF 

本-A
CC 

と
る-CV

B 

く
れ
る

-PRES Q
　
　
　

あ
な
た
の
向
こ
う
に
あ
る
本
と
っ
て
く
れ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
上
の
四
例
と
も
自
然
な
文
で
あ
り
、
例（
13
）′

と（
15
）′

は
同
じ
表
現
に
な
り
、naga-

が
使
わ
れ
る
。
例
（
14
）′

と
（
16
）′

も
同
様

な
表
現
で
あ
り
、caga-

が
使
用
さ
れ
る
。

′′′′

′

′

′

′
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聞
き
手
が
基
準
点
に
な
っ
た
場
合
、
そ
も
そ
も「
手
前
」と
い
う
の
は
、
聞

き
手
の
目
の
前
で
、
か
つ
聞
き
手
に
近
い
場
所
を
指
し
、「
向
こ
う
」
と
い
う

の
は
聞
き
手
を
隔
て
て
反
対
側
を
指
す
。「naga-

」
は
話
し
手
か
ら
み
て
聞

き
手
の
話
し
手
側
を
指
し
、「caga-

」
は
話
し
手
か
ら
み
て
聞
き
手
の
向
こ

う
側
を
さ
し
、「naga-
、caga

」
も
聞
き
手
に
近
い
。

「naga-

、caga-

」
と
「
手
前
、
向
こ
う
」
の
比
較
を
通
し
て
、
ま
ず
、
日

本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga-

、caga-

」
にn_a

（n_e

）、tai

（tei

）、tu

（du

）、duhi
、gur

な
ど
を
付
け
て
、
詳
細
な
位

置
を
表
す
も
の
と
、「naga-

、caga-
」
にsi

を
つ
け
て
、
方
向
を
示
す
も

の
と
も
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
「
手
前
、
向
こ
う
」
は
位
置

と
方
向
を
両
方
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
会
話
場

面
に
お
い
て
話
し
手
と
聞
き
手
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
と
き
、「naga-

、

caga-

」
と
「
手
前
、
向
こ
う
」
は
対
応
す
る
が
、
聞
き
手
と
話
し
手
が
同

じ
方
向
を
向
い
て
い
る
と
き
は
、
対
応
関
係
が
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
対
応

関
係
が
成
り
立
た
な
い
理
由
は
、
人
間
と
い
う
個
体
が
も
つ
「
ま
え
」
と
い

う
方
向
性
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
聞
き
手
の
代
わ
り
に
ボ
ー

ル
を
置
い
て
み
る
と
四
．
一
節
の
よ
う
に
「naga-

、caga-

」
と
「
手
前
、

向
こ
う
」
の
対
応
関
係
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
ま
で
の
分
析
に
お
い
て
は
、「naga=si

、caga=si

」
の
示
す
方
向
に

つ
い
て
ま
だ
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
。
五
節
で
は
、「naga=si

、

caga=si

」
の
特
徴
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
方
向
を
指
し
示
す
指
示
詞

「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
の
比
較
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

五
　
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、caga=si

」
と
日
本
語
の
「
コ
ッ

チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
の
比
較

本
節
で
は
方
向
を
表
す
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、caga=si

」
の
特
徴

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本
語
の
「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」

と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
方
向
を
表
す
指
示
詞
「e=si

、te=si

」
と
の
比
較
を
行
う
。

（
17
）hurdun　

naga=si -ban ire.

　
　

 

早
い　
　

naa-

方
向-REFL 

き
て 

　
　

 

早
く
こ
っ
ち
（?

手
前
）
へ
来
て
。

（
18
）caga=si  yabu=ju  bai=g_a  hüm

ün hen boi?

　
　

 caa-

方
向　

歩
く-CV

B　

い
る-IM

PF　

人　
　

 

だ
れQ

　
　

 

あ
っ
ち
（
向
こ
う
）
へ
歩
い
て
い
く
人
は
だ
れ?

例
（
17
）、
例
（
18
）
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、naga=si

、caga=si

を

そ
れ
ぞ
れ
「
手
前
」
と
「
向
こ
う
」
だ
と
翻
訳
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、

日
本
語
の
指
示
詞
の
コ
ッ
チ
と
ア
ッ
チ
を
使
う
と
自
然
な
日
本
語
に
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
日
本
語
の
「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
と
モ

ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、caga=si

」
の
比
較
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

五
．
一
　
先
行
研
究

日
本
語
の
指
示
詞
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
数
多
く
あ
る
が
、
方
向
指
示

詞
で
あ
る
「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
。
金
水
（
一
九
九
一
）
は
数
少
な
い
研
究
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の

159
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記
述
は
参
考
に
な
る
も
の
が
多
い
。
以
下
、
金
水
（
一
九
九
一
）
を
み
て
い
く
。

図二　（金水一九九一：五）対立型

図一　（金水一九九一：五）融合型

金
水
（
一
九
九
一
：
五
）
で
は
、
コ
チ
ラ
類
の
示
す
方
向
は
視
点
を
中
心

に
し
て
接
近
遠
離
型
、
境
界
型
、
指
定
型
に
分
類
で
き
る
と
し
て
い
る
。

A.　

接
近
遠
離
型
：
遠
方
か
ら
話
し
手
に
向
か
う
方
向
を
「
こ
ち
ら
＼

こ
っ
ち
」
で
指
示
す
る
。「
こ
ち
ら
＼
こ
っ
ち
」
の
反
対
方
向
は
以
下
の
図
一

の
よ
う
な
融
合
型
と
図
二
の
よ
う
な
対
立
型
に
よ
っ
て
異
な
る
（S

は
話
し

手
、H

は
聞
き
手
）。

B.　

境
界
型
：
接
近
遠
離
型
の
下
位
分
類
と
し
、
視
点
か
ら
離
れ
た
と
こ

ろ
に
境
界
（
た
と
え
ば
塀
・
壁
な
ど
の
建
築
物
、
川
や
海
な
ど
の
地
理
的
障

碍
、
心
理
的
縄
張
り
等
）
が
認
識
さ
れ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
方

向
と
言
う
よ
り
も
「
側
」
と
い
う
概
念
で
空
間
を
区
分
す
る
。

C.　

指
定
型
：
視
点
者
が
自
分
を
起
点
と
し
、
指
差
し
な
ど
で
方
向
を
指

定
す
る
も
の
で
あ
る
。
話
し
手
が
指
定
す
る
方
向
は「
こ
ち
ら/

こ
っ
ち
」で

あ
り
、
聞
き
手
が
指
定
す
る
方
向
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
そ
ち
ら/

そ
っ
ち
」

と
な
る
。
こ
の
パ
タ
ン
で
は
基
本
的
に
「
あ
ち
ら
・
あ
っ
ち
」
は
現
れ
な
い

と
し
て
い
る
。

　
（
19
）（
二
人
が
分
か
れ
道
で
口
論
し
て
い
る
）

　
　
　

 

そ
っ
ち
の
道
じ
ゃ
な
い
よ
。
こ
っ
ち
だ
よ
。

五
．
二
　�

モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、caga=si

」
と
日
本
語
の
「
コ
ッ
チ
、

ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
の
比
較

金
水（
一
九
九
一
）を
参
考
に
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の「naga=si

、caga=si

」

と
日
本
語
の
「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
の
対
照
を
接
近
遠
離
型
、
境

界
型
、
指
定
型
に
分
け
て
分
析
を
行
う
。

ま
た
、
日
本
語
の
指
示
詞
は
コ
・
ソ
・
ア
の
三
系
列
に
対
し
、
モ
ン
ゴ
ル

語
は
近
称
のe-

系
と
遠
称
のte-

系
の
二
系
列
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
日
本
語

と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
方
向
を
示
す
指
示
詞
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
モ
ン
ゴ

ル
語
の
「naga=si

、caga=si

」
が
指
し
示
す
方
向
の
特
徴
を
も
っ
と
明
白

に
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
例
（
20
）
～
（
26
）、（
32
）
は
金
水
（
一
九

九
一
）
の
引
用
で
あ
る
。

五
．
二
．
一
　
接
近
遠
離
型

160
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（
20
）
ボ
ー
ル
を
こ
っ
ち
に
投
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
20
）�böm

büge-i　

naga=si-ben  side=gerei

　
　
　

 

ボ
ー
ル-A

CC　

 naa-

方
向-REFL　

投
げ
る-O

PT

ボ
ー
ル
を
こ
っ
ち
に
投
げ
な
さ
い
。

　
（
21
）
先
生
が
こ
っ
ち
を
見
て
い
る
ぞ
。

　
（
21
）�bagsi  naga=si　

hara=ju　

bai=n_a  sio.

　
　
　

 

先
生　

naa-

方
向　

み
る-CV

B　
　

い
る-PRES　

M
P

　
　
　

 

先
生
が
こ
っ
ち
を
み
て
い
る
ぞ
。

　
（
22
）
し
ば
ら
く
あ
っ
ち
を
向
い
て
く
だ
さ
い
。

　
（
22
）�Baga la　

caga=si-ben  hara=ju  bai=garai.

　
　
　

 

少
し  

強
調　

caa-

方
向-REFL　

み
る-CV

B　

い
る-O

PT

　
　
　

 

少
し
だ
け
あ
っ
ち
を
向
い
て
い
て
く
だ
さ
い
。

日
本
語
の
例
文
（
20
）、（
21
）、（
22
）
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
訳
文
（
20
）、（
21
）、

（
22
）
は
完
全
に
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
視
点
が
話
し
手
に
あ
る
場
合
、

あ
る
い
は
聞
き
手
の
視
点
が
考
慮
さ
れ
な
く
て
も
よ
い
場
合
で
あ
る
。
つ
ま

り
融
合
型
の
場
合
で
あ
る
。
以
下
は
対
立
型
を
み
て
み
よ
う
。

　
（
23
）（
話
し
手
か
ら
聞
き
手
へ
）
ボ
ー
ル
を
そ
っ
ち
に
な
げ
ま
す
。

　
（
23
）� ′

böm
büge-yi  caga=si  haya=la.

　
　
　

 

ボ
ー
ル-A

CC　

caa-

方
向　

 

投
げ
る-PRES

　
　
　

 

ボ
ー
ル
を
あ
っ
ち
に
投
げ
ま
す
。

例
（
23
）
の
よ
う
に
話
し
手
が
聞
き
手
に
向
か
っ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
と

い
う
場
面
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
訳
文（
23
）は
そ
の
ま
ま
対
応
し
な
い
。
例

（
23
）
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
図
二
の
「
あ
っ
ち
」
と
同
じ
く
話
し
手
か
ら
離

れ
て
い
く
方
向
で
あ
る
。
例
（
23
）
に
意
味
的
に
対
応
す
る
文
に
す
る
と

（
23
）
の
よ
う
に
な
る
。

（
23
）böm

büge-yi ci-nu  te-si　

haya=la

（
（1
（

　
　

 

ボ
ー
ル-A

CC2-GEN

　

 

遠
称-

方
向 

投
げ
る-PRES

　
　

 

ボ
ー
ル
を
あ
な
た
の
方
へ
投
げ
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
語
に
は
聞
き
手
領
域
を
専
門
に
指
す
指
示
詞
体
系
が
存
在
し
な

い
た
め
、
こ
の
場
合
は
二
人
称
代
名
詞
と
遠
称
の
方
向
指
示
詞
のte=si

が

使
わ
れ
て
い
る
。

　
（
24
）�

気
を
付
け
て
い
な
い
と
、ボ
ー
ル
が
そ
っ
ち
に
飛
ん
で
く
る
か
も
知

れ
な
い
ぞ
。

　
（
24
）heciye=hü ügei bol böm

büge ci-nu te=si uci=hu

　
　
　

 �

気
を
つ
け
る-V

N

　

N
EG T

O
P　

ボ
ー
ル 2-GEN

　

 

遠
称-

方
向
い

く-V
N

　
　
　

 �m
agad ügei　

siü.

　
　
　

 �

か
も
し
れ
な
い　

M
P

気
を
つ
け
な
い
と
、
ボ
ー
ル
が
あ
な
た
の
方
に
い
く
か
も
し
れ
な
い
ぞ
。

例
（
24
）
も
（
23
）
と
同
じ
くca-si

が
使
え
な
い
。
し
か
し
、te-si

が

両
方
使
え
る
。
そ
れ
で
は
「naga-si

、caga-si

」
と
「e-si

、te-si

」
の
違

い
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
疑
問
が
で
て
く
る
。

　
（
25
）naga=si-ben　
　

ire

．

　
　
　

 
こ
っ
ち-

方
向-REFL　

こ
い

　
　
　

 

こ
っ
ち
へ
来
い
。

　
（
26
）e=si-ben　
　
　

ire

．

′′′

′

′

′

′

′

″″
″

″

″
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近
称-

方
向-REFL　

こ
い

　
　
　

 
こ
っ
ち
へ
来
い
。

例
（
25
）
と
例
（
26
）
を
見
た
限
り
で
は
そ
の
区
別
が
は
っ
き
り
見
え
な

い
。
そ
れ
で
は
特
定
の
方
向
に
向
か
っ
た
時
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　
（
27
）agula　

te=si　
　

yabu=hu

．

　
　
　

 

山　
　
　

遠
称-
方
向　

い
く-V

N

　
　
　

 

山
の
方
へ
い
く
。

　
（
28
）
＊agula　

caga=si yabu=hu

．

　
　
　
　

 

山　
　
　

caa-

方
向　

い
く-V

N

モ
ン
ゴ
ル
語
に
お
い
て
例
（
28
）
は
非
文
で
あ
る
。
例
（
27
）
は
正
常
文

で
あ
り
、
ほ
か
に
も
特
定
の
方
向
を
指
す
場
合
、
日
本
語
の
「
に
、
へ
」
な

ど
の
方
向
を
示
す
格
助
詞
と
同
じ
働
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例

（
28
）
は
山
を
基
準
点
と
し
、agula　

aca

（
か
ら
）　caga-si　

yabohu

．

と
す
る
と
正
常
文
に
な
る
が
、「
山
よ
り
向
こ
う
の
方
向
に
い
く
」
と
い
う
意

味
に
な
る
。
特
定
の
方
向
を
指
す
場
合
に
お
い
て
基
準
点
が
定
ま
ら
な
け
れ

ば
、naga=si

とcaga=si　

を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

五
．
二
．
二
　
境
界
型

　
（
29
）
山
の
こ
っ
ち
と
あ
っ
ち
で
は
景
色
が
異
な
る
。

　
（
29
）�agulan-un　

naga=na　

bolun　

caga=na　

öngge　

üjem
ji

　
　
　

 �

山-GEN

　
　
　

naa-

位
置　

と　
　

caa-

位
置　

色　
　
　

景　
　

　
　
　

 onduu

．

　
　
　

 

違
う

　
　
　

 

山
の
こ
っ
ち
側
と
あ
っ
ち
側
で
は
景
色
が
異
な
る
。

金
水
（
一
九
九
一
：
六
）
で
の
指
摘
通
り
、
例
（
29
）
で
は
「
こ
っ
ち
、

あ
っ
ち
」
は
、
方
向
と
い
う
よ
り
「
側
」
と
い
う
概
念
で
空
間
を
区
分
し
て

い
る
。
そ
れ
は
例
（
29
）
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の
訳
文
を
み
れ
ば
も
っ
と
は
っ
き

り
す
る
。
日
本
語
の
「
こ
っ
ち
、
あ
っ
ち
」
は
方
向
を
示
す
ほ
か
、「
側
」
と

も
言
え
る
よ
う
な
感
覚
で
空
間
を
指
し
示
す
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
モ

ン
ゴ
ル
語
で
は
こ
の
場
合
は
方
向
を
示
す
「naga-si

、caga-si

」
と
「e-si

、

te-si

」
を
使
う
と
非
文
に
な
る
。

　
（
30
）�tere

（
（1
（　

agulan-aca　

naga=si　

500m

、caga=si　
　

1000m

　

　
　
　

 �

あ
の　
　

山-A
B

L

　
　

naa-

方
向　

500m

　
　

caa-

方
向     

1000m

　
　
　

 bol　

m
i-nu　

gajar

．

　
　
　

 T
O

P　
　

1-GEN

　

 

土
地

　
　
　

 �

あ
の
山
よ
り
こ
っ
ち
五
百
メ
ー
ト
ル
と
あ
っ
ち
千
メ
ー
ト
ル
は
私

の
土
地
で
す
。

例
（
30
）
の
よ
う
に
山
な
ど
が
基
準
点
に
な
る
場
合
は
そ
こ
か
ら
の
方
向

を
指
す
と
き
に
「e-si

、te-si

」
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
が
、「naga-si

、

caga-si

」
の
ほ
う
が
よ
り
自
然
で
あ
る
。

（
31
）（
中
継
で
）
そ
っ
ち
の
様
子
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

（
31
）�te-nde-hi　
　
　
　

baidal-eyen　

tam
jigulu=garai

．

　
　

 
遠
称-

場
所-

名
詞
化
辞　

様
子-REFL　

    

伝
え
る-O

PT

　
　

 

そ
こ
の
様
子
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

日
本
語
の
例
（
31
）
の
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
が
（
31
）
で
あ
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル

′

′

′

′
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語
で
は
や
は
り
方
向
を
「-si

」
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
と
め
る
と
、
一
連
の
例
文
か
ら
み
て
わ
か
る
の
は
、
境
界
型
の
場
合
日

本
語
の
「
こ
っ
ち
、
そ
っ
ち
、
あ
っ
ち
」
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、

caga=si

」、「e=si
、te=si

」
は
対
応
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語

の
「naga=si

、caga=si
」、「e=si

、te=si

」
は
純
粋
に
方
向
を
指
し
示
す

語
で
あ
り
、「
側
」
の
よ
う
な
空
間
を
指
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

五
．
二
．
三
　
指
定
型

　
（
32
）（
二
人
が
分
か
れ
道
で
口
論
し
て
い
る
）

　
　
　

 

そ
っ
ち
の
道
じ
ゃ
な
い
よ
、
こ
っ
ち
だ
よ
。

　
（
32
）�

＊caga-si-in  jam
 bisi, naga=si.

　
　
　

 caa-

方
向-GEN

　

道　

N
EG　

naa-

方
向

　
（
32
） te=si　
　

bisi, e=si　
　
　

siö

．

　
　
　

 

遠
称-

方
向　

N
EG　

　

近
称-

方
向　

M
P

　
　
　

 

そ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
、
こ
っ
ち
だ
よ
。

　
（
33
）te=re　

jam
  bisi, e=ne　

　

jam

　

sio.

　
　
　

 

遠
称-

場
所　

道　
　

N
EG　

 

近
称-

場
所 

道　
　

M
P

　
　
　

 

そ
の
道
じ
ゃ
な
い
、
こ
の
道
だ
よ
。

日
本
語
の
例
文
（
32
）
を
モ
ン
ゴ
ル
語
に
す
る
と
き
、
例
（
32
）
と
（
33
）

の
よ
う
に
な
る
。
例
（
32
）
は
非
文
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、

caga=si

」、「e=si

、te=si

」
は
ほ
か
の
語
を
修
飾
す
る
こ
と
も
修
飾
さ
れ

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、（
32
）
の
よ
う
に
「
道
」
を
と
っ
た
場
合

は
文
が
成
立
す
る
。
例
（
32
）
に
お
い
て
「naga=si

、caga=si

」
が
使
わ

れ
な
い
の
は
例
（
27
）
と
同
じ
く
特
定
の
方
向
を
指
す
時
は
使
用
で
き
な
い
。

ま
た
（
33
）
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
（
34
）（
目
の
前
に
シ
ー
ソ
ー
が
あ
る
）

　
　
　

 

私
が
こ
っ
ち
に
乗
る
か
ら
、
あ
な
た
が
そ
っ
ち
に
乗
っ
て
。

　
（
34
）�bi　

naga=du tal_a-du sahu=ya, ci caga=du tal_a-du　

sagu

．

　
　
　

 �1　

naa-

部
分　

側-D
/L　

座
る-

意
志　

2　

caa-

部
分　

側-D
/L　

 

座
れ
。

　
　
　
　

私
は
こ
っ
ち
側
に
座
る
か
ら
、
あ
な
た
は
そ
っ
ち
側
に
座
っ
て
。

例
（
34
）
と
例
（
34
）
を
み
て
も
、
日
本
語
で
は
方
向
を
表
わ
す
「
こ
っ

ち
、
そ
っ
ち
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
場
所
を
表

わ
す
「naga=du

、caga=du

」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
語

の
「
こ
っ
ち
、
そ
っ
ち
、
あ
っ
ち
」
は
場
所
と
方
向
両
方
を
表
わ
す
こ
と
が

で
き
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「　

naga=si

、caga=si　

」
と
「e=si

、

te=si　

」
は
方
向
だ
け
を
指
し
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
．
三
　
ま
と
め

今
回
の
分
析
を
通
し
て
日
本
語
の
「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
と
モ

ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、caga=si

」
は
接
近
遠
離
型
の
融
合
型
の
場
合
は

完
全
一
致
す
る
が
、
対
立
型
の
場
合
は
モ
ン
ゴ
ル
語
に
は
聞
き
手
領
域
を
専

門
に
指
し
示
す
指
示
詞
体
系
が
存
在
し
な
い
た
め
、
第
二
人
称
を
用
い
て
そ

れ
を
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
境
界
型
に
お
い
て
は
日
本

語
の
「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、

′″

″

′

″

″

′

′
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caga=si

」は
対
応
関
係
に
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
指
定
型
に
お
い
て
も

純
粋
に
方
向
を
指
す
場
合
に
限
り
日
本
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
対
応
関
係
が
み

ら
れ
た
。
以
上
の
三
つ
の
型
を
分
析
の
分
析
を
通
し
て
、
日
本
語
の
「
コ
ッ

チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、caga=si

」
は
純

粋
に
方
向
を
指
す
と
き
だ
け
対
応
関
係
を
成
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り

モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si
、caga=si

」
は
方
向
だ
け
を
指
し
示
す
語
で
あ

る
。

六
　
全
体
の
ま
と
め
と
課
題

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
次
の
3
点
で
あ
る
。

（�

1
）
こ
れ
ま
で
意
味
的
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
て
き
た
モ
ン

ゴ
ル
語
の
「naga-

、caga-

」
と
日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
が
、
実

際
は
単
純
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
。　
　
　

（�

2
）
両
言
語
の
空
間
相
対
名
詞
に
は
基
準
点
と
い
う
も
の
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
共
通
点
で
あ
り
、
そ
の
基
準
点
に
な
る
個
体
自
体
が
元
々
方

向
性
を
持
つ
場
合
と
、
持
た
な
い
場
合
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
のnaga-

、
caga-

と
日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
の
対
応
関
係
が
異
な
る
こ
と
。

（�

3
）
日
本
語
の
「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の

「naga=si

、caga=si

」は
純
粋
に
方
向
を
指
す
と
き
だ
け
対
応
関
係
を
成

す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、caga=si

」
と

「e=si

、te=si

」
の
違
い
は
特
定
の
方
向
を
示
せ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
こ
と
。

今
後
の
課
題
は
、
次
の
2
点
で
あ
る
。

（
1
）
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「naga=si

、caga=si

」
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
日

本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
と
対
応
し
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
指
示
詞
の

「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」と
対
応
す
る
か
を
も
っ
と
明
白
に
さ
せ
る
こ

と
。（

2
）「
手
前
」
の
用
法
に
、
話
し
手
が
聞
き
手
の
視
点
を
参
照
す
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
か
。
た
と
え
ば
、
話
し
手
と
聞
き
手
が
向

か
い
あ
っ
て
い
て
、
二
人
の
間
に
一
本
の
木
が
あ
り
、
木
の
近
く
にA

、B

の
位
置
に
ボ
ー
ル
が
置
い
て
あ
る
と
す
る
。
話
し
手
が
「
木
の
手
前
の
ボ
ー

ル
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
場
合
、
聞
き
手
はa.

話
し
手
の
手
前
に

あ
るA

を
取
る
か
。b.

聞
き
手
の
手
前
で
あ
るB

を
取
る
か
。

S

：
木
の
手
前
の
ホ
ー
ル
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

H

：A

とB

の
ど
れ
を
取
る
？

モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
ロ
ー
マ
字
転
写
： 

12 
 

以
上
の
三
つ
の
型
を
分
析
の
分
析
を
通
し
て
、
日
本
語
の
「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ

チ
、
ア
ッ
チ
」
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「n

a
g
a
=
s
i

、c
a
g
a
=
s
i

」
は
純
粋
に
方
向

を
指
す
と
き
だ
け
対
応
関
係
を
成
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
モ
ン
ゴ
ル

語
の
「n

a
g
a
=
s
i

、c
a
g
a
=
s
i

」
は
方
向
だ
け
を
指
し
示
す
語
で
あ
る
。 

  

六六
、、
全全
体体
のの
まま
とと
めめ
とと
課課
題題  

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
次
の
３
点
で
あ
る
。 

（
１
）
こ
れ
ま
で
意
味
的
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
て
き
た
モ
ン

ゴ
ル
語
の
「n

a
g
a
-

、c
a
g
a
-

」
と
日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
が
、

実
際
は
単
純
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
。 

 
 

 

（
２
）
両
言
語
の
空
間
相
対
名
詞
に
は
基
準
点
と
い
う
も
の
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
共
通
点
で
あ
り
、
そ
の
基
準
点
に
な
る
個
体
自
体
が
元
々
方

向
性
を
持
つ
場
合
と
、
持
た
な
い
場
合
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
のn

a
g
a
-

、

c
a
g
a
-

と
日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
の
対
応
関
係
が
異
な
る
こ
と
。 

（
３
）
日
本
語
の
「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の 

「n
a
g
a
=
s
i

、c
a
g
a
=
s
i

」
は
純
粋
に
方
向
を
指
す
と
き
だ
け
対
応
関
係
を

成
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「n

a
g
a
=
s
i

、ca
g
a
=
s
i

」

と
「e

=
s
i

、t
e
=
s
i

」
の
違
い
は
特
定
の
方
向
を
示
せ
る
か
ど
う
か
に
あ

る
こ
と
。 

 

今
後
の
課
題
は
、
次
の
２
点
で
あ
る
。 

（
１
）
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「n

a
g
a
=
s
i

、c
a
g
a
=
s
i

」
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に

日
本
語
の
「
手
前
、
向
こ
う
」
と
対
応
し
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
指
示
詞
の

「
コ
ッ
チ
、
ソ
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
と
対
応
す
る
か
を
も
っ
と
明
白
に
さ
せ
る

こ
と
。 

（
２
）「
手
前
」
の
用
法
に
、
話
し
手
が
聞
き
手
の
視
点
を
参
照
す
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
か
。
た
と
え
ば
、
話
し
手
と
聞
き
手
が
向

か
い
あ
っ
て
い
て
、
二
人
の
間
に
一
本
の
木
が
あ
り
、
木
の
近
く
にA

、B

の

位
置
に
ボ
ー
ル
が
置
い
て
あ
る
と
す
る
。
話
し
手
が
「
木
の
手
前
の
ボ
ー
ル

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
場
合
、
聞
き
手
はa

.

話
し
手
の
手
前
に
あ

るA

を
取
る
か
。
ｂ.

聞
き
手
の
手
前
で
あ
るB

を
取
る
か
。 

S

：
木
の
手
前
の
ホ
ー
ル
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

H

：A

とB

の
ど
れ
を
取
る
？ 

 

モモ
ンン
ゴゴ
ルル
文文
字字
のの
ロロ
ーー
ママ
字字
転転
写写
：：  

  

ᠠ
[
ɑ
]
=
a
 

、ᠡ 

・ᠧ
[
ə
]
=
e

、ᠢ
[
i
]
=
i

、ᠤ[
ɔ
]
=
o

、ᠤ[
ʊ
]
=
u

、�
[
o
]
 
=
 
ö

、�
[
u
]
=
 
ü

、

ᠨ[
n
]
=
n

、ᠪ[
b
]
=
b

、ᠫ[
p
]
=
p

、ᠬ

・ᠾ
[
x
]
=
h

、 
ᠭ[
g
]
=
g

、ᠮ[
m
]
=
m

、 ᠯ[
l
]
=
l

、ᠰ[
s
]
=
s

、 

ᠱ[
ʃ
]
=
š

、 ᠲ [
t
]
=
t

、�[
d
]
=
d

、 
ᠴ [

ʧ
]
=
 c

、ᠵ[
ʤ
]
=
 j

、 ᠶ[
j
]
=
y

、ᠷ[
r
]
=
r

、ᠸ[
w
]
=
w

、

ᠩ[
ŋ
]  =

n
g

、ᠺ[
k
]
=
k

、ᠹ [
f
]
=
f

、 ᡀ
 [
ɬ
]  =

l
h

、ᡁ[
ʥ
]
=
z
h

、ᡂ
 [
t
ʂ ʰ]

=
c
h

、��[
ʂ
]
=
s
h

、 

ᠿ[
ʐ
]  =

r
h

、ᠼ
 
[
ʦ
]
=  ʦ

、ᠽ
 
[
ʣ
]
=

 ʣ
 

ググ
ロロ
スス
のの
省省
略略
記記
号号
のの
対対
応応
はは
、、
次次
のの
通通
りり
でで
ああ
るる
。。  

A
B
L
:

奪
格
、A

C
C
:

対
格
、C

M
T
:

共
同
格
、C

V
B

：
副
動
詞
語
尾
、D

/
L
:

与
位
格
、G

E
N
:

属

格I
M
P
F
:

未
完
了
、I

N
S
T
:

造
格
、M

P
:

ム
ー
ド
の
小
辞
、n

:

隠
れ
たn

、N
E
G
:

否
定
、O

P
T
:

希
求
、PA

S
T
:

過
去
、PN

:

人
名
、PO

S
:

所
有
語
、PR

E
S
:

現
在
未
来
、H:

疑
問
助
詞
、RE

F
L
:

再
帰
所
有
、T

O
P
:

ト
ピ
ッ
ク
、V

N

：
形
動
詞
語
尾
、1

P
R
O
C
:
1

人
称
所
有
辞
、2

P
R
O
C
:
2

人
称
所
有
辞
、3

P
R
O
C
:
3

人
称
所
有
辞
、1

:

一
人
称
、2

:
 

二
人
称
、3

:

三
人
称
。_

 

語

末
分
か
ち
書
き
母
音
、‐

 
助
詞
境
界
、= 

接
辞
境
界
、na

a
-

：n
a
g
a
-

、ca
a
-

：c
a
g
a
-

。 

グ
ロ
ス
の
省
略
記
号
の
対
応
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　�ABL
：
奪
格
、AC

C

：
対
格
、C

M
T

：
共
同
格
、C

VB

：
副
動
詞
語
尾
、

D
/L

：
与
位
格
、GEN

：
属
格IM

PF

：
未
完
了
、IN

ST

：
造
格
、M

P

：

ム
ー
ド
の
小
辞
、n

：
隠
れ
たn

、NEG

：
否
定
、OPT

：
希
求
、PAST

：

過
去
、PN
：
人
名
、PO

S

：
所
有
語
、PRES

：
現
在
未
来
、H

：
疑
問
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助
詞
、REFL

：
再
帰
所
有
、TO

P

：
ト
ピ
ッ
ク
、VN

：
形
動
詞
語
尾
、

1PRO
C

：
1
人
称
所
有
辞
、2PRO

C

：
2
人
称
所
有
辞
、3PRO

C

：

3
人
称
所
有
辞
、
1
：
一
人
称
、
2
： 

二
人
称
、
3
：
三
人
称
。_

　
語

末
分
か
ち
書
き
母
音
、‐ 

助
詞
境
界
、=

　
接
辞
境
界
、naa-

：naga-

、

caa-

：caga-

。
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献
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社
イ
ン
タ
ー

ブ
ッ
ク
ス

松
下
大
三
郎
（
一
九
三
〇
）『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』（
引
用
は
東
京:

勉
誠
社　

一

九
七
四
再
版
よ
り
）

注（
1
）
松
下
（
一
九
三
〇
）
の
引
用
部
は
、
旧
字
体
か
ら
新
字
体
に
改
め
た
。

（
2
）
被
修
飾
名
詞
は
連
体
修
飾
文
中
に
は
現
わ
れ
ず
、
い
わ
ば
そ
の
外
か
ら
新
た

に
付
加
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
付
加
連
体
名
詞
（
ま
た
は
簡
単
に
付
加
名
詞
）

と
呼
ぶ
。
松
下
（
一
九
三
〇
：
一
八
二
）

（
3
）
清
格
尔
泰
氏
は
実
時
位
詞
と
時
位
詞
を
区
別
し
て
い
る
。
年
、
月
、
日
、
明

日
、
春
、
町
、
田
舎
な
ど
を
実
時
位
詞
と
し
て
い
る
。

（
4
）
接
辞
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
た
語
形
変
化
で
あ
る
。
接
辞
に
は
、n_

a/n_e

、-ra

、-da

、-dai

、-du

、-hi

、-duhi

、-gur

、 -si

な
ど
が
あ
る
。

（
5
）
実
名
詞
性
と
い
う
分
類
に
対
し
、
完
全
に
は
賛
成
で
き
な
い
が
、
分
類
の
便

を
考
え
、
そ
の
用
語
を
使
う
こ
と
に
す
る
。

（
6
）targu

（
名
詞
：
太
さ
）
＋n

→targu=n

（
太
い
）。
こ
こ
で
の-n

は
、
名

詞
の
語
幹
に
付
き
、そ
の
名
詞
を
形
容
詞
に
す
る
働
き
を
も
つ
接
尾
辞
で
あ
る
。

（
7
）
こ
の
表
は
清
格
尔
泰
（
二
○
○
○
：
二
〇
六
）
の
表
を
参
考
に
し
た
。
清
格

尔
泰
（
二
○
○
○
）
の
表
に
は
古
語
と
現
代
語
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が

本
表
と
大
き
く
異
な
る
。

（
8
）
参
考
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
字
典
は
キ
リ
ル
文
字
で
書
か
れ
て
い
る

が
、
本
稿
の
文
字
転
写
と
一
致
さ
せ
る
た
め
、
以
下
で
は
伝
統
文
字
の
綴
り
に

な
お
し
た
。p.

手
前
：ene　

tala

、nagadu　

tala

。
向
こ
う
：cagadu

。

（
9
）
モ
ン
ゴ
ル
人
が
住
み
、
引
っ
越
し
な
ど
に
便
利
な
折
り
畳
み
式
の
テ
ン
ト
で

あ
る
。

（
10
）Böm

büge-i　

cim
a urugu  hayala.

	
ボ
ー
ル-A

CC　

2
  　

下
り　

投
げ
ま
す

	
と
い
う
表
現
も
あ
る
が
、
今
回
は
方
向
を
示
す-si

に
焦
点
を
お
く
た
め
、
こ

う
い
っ
た
表
現
に
言
及
し
な
い
。
し
か
し
、
方
向
を
指
すurugu

（
坂
を
下
る

方
向
）、ögöde

（
坂
を
上
る
方
向
）
の
使
用
も
と
て
も
興
味
深
い
。
今
後
の
課

題
に
し
た
い
。

（
11
）
モ
ン
ゴ
ル
語
の
指
示
詞
で
は
日
本
語
の
「
こ
れ
、
そ
れ
、
あ
れ
」
と
「
こ
の
、
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そ
の
、
あ
の
」
に
当
た
る
も
の
を
「e-ne

、te-re

」
と
表
示
し
、
同
じ
形
を

と
る
。

内
蒙
古
科
技
大
学
创
新
基
金
项
目
，
项
目
编
号

：2016Q
D

W
-B12

の
援
助
を
受
け

て
い
る
。

（
ば
や
ろ
ど
う
る
ん　

内
蒙
古
科
技
大
学　

外
国
語
学
院
）
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